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資料配付  

配布日時
平成２４年６月１９日 

１７時００分 

 

 

件     名 
大滝ダム試験湛水が完了 

＜本日から洪水に対して運用を開始します＞ 

  

概     要 

大滝ダムは、6月 19 日に計画上の最低水位標高 271ｍま

で水位が低下し、試験湛水が完了しました。 

試験湛水の結果、ダム本体、貯水池斜面の安全性を本日

確認できました。 

本日からダムによる洪水調節を行い、接近中の台風 4 号

にも備え、災害発生の軽減に努めます。 

 

  

取  扱  い － 

  

配布場所 

近畿建設記者クラブ   和歌山県地方新聞記者クラブ 

大手前記者クラブ    和歌山県政放送記者クラブ 

奈良県政記者クラブ   五條市政記者クラブ 

和歌山県政記者クラブ 

 

問 合 せ 先 

国土交通省近畿地方整備局 

紀の川ダム統合管理事務所 副所長  河南 良男 

管理課長 久内 伸夫 

電話 ０７４７－２５－３０１３ 

 

 

 

 

 

 

 



大滝ダム試験湛水が完了しました。 

 

１．経緯 

 大滝ダムは平成２３年１２月１５日から試験湛水を開始しています。 

 ３月３０日（金）に、大滝ダムの計画上の満水位標高３２３ｍに到

達後、水位を低下させ、６月１９日に計画上の最低水位標高２７１

ｍまで水位を低下し、試験湛水が完了しました。 

 試験湛水の結果、ダム本体、貯水池斜面の安全性が確認できました。 

 

２．大滝ダムの試験湛水における貯水位の推移 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．今後の対応 

本日から洪水に対してダムによる洪水調節を行い、接近中の台風 4号にも備え、

災害発生の軽減に努めます。 

 

 

貯水位、ダムからの放流量、下流河川の水位等リアルタイムの水文情報は下記

のリンクよりご確認頂けます。 

（国土交通省 川の防災情報ホームページ） 

 
 

 

 

 

 

 



大滝ダムの概要 

■場所：奈良県吉野郡
よ し の ぐ ん

川上村
か わ か み む ら

（紀の川水系紀の川） 

■目的：洪水調節（紀の川の洪水防御（奈良県、和歌山県の５市２町）） 

    流水の正常な機能の維持 

    水道用水の供給（奈良県、和歌山県、和歌山市、橋本市； 6.49m３/s） 

    工業用水の供給（和歌山市； 0.51m３/s） 

    発電（関西電力（株）；最大 10,500kw） 

■諸元：ダム高 100m    総貯水容量 84,000 千 m3 

■総事業費：約 3,640 億円 

大滝ダムの経緯 

 昭和 34 年  9 月 伊勢湾台風（台風 15 号） 

 昭和 40 年  4 月 建設事業に着手 

 昭和 63 年 12 月 大滝ダム本体工事着手 

 平成 14 年  8 月 本体コンクリート打設完了 

 平成 15 年 3 月 試験湛水着手 

 平成 15 年 ４月 白屋
し ら や

地区で亀裂確認 

 平成 17 年 12 月 白屋地区地すべり対策工事着手 

 平成 20 年  8 月 迫
さ こ

地区地すべり対策工事着手 

 平成 20 年  9 月 大滝
お お た き

地区地すべり対策工事着手 

 平成 21 年  2 月 白屋地区地すべり対策工事完成 

 平成 23 年  3 月 迫地区地すべり対策工事完成 

 平成 23 年 11 月 大滝地区地すべり対策工事完成 

 平成 23 年 12 月 試験湛水着手 

 平成 24 年 ６月 試験湛水完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料

位置図 

和歌山県 
三重県

奈良県

大滝ダム

紀の川大堰 

猿谷ダム



湛水状況（ダム上流側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２３年１２月１５日：湛水開始） 標高 286m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２４年３月３０日：満水時） 標高 323m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２４年６月１９日：現在） 標高 271m 


